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監査の結果 

 

未収金対策について 

下水道事業受益者負担金及び分担金の未収金につい

ては、強制徴収公債権であるにもかかわらず滞納処分

をした事例はなく、漫然と消滅時効の完成による不納

欠損処分を行っている。 

収入を確保し使用者間の公平性を確保する観点から、

特に資力がありながら未納となっている滞納者には、 

法令に基づいて厳正に対処し、実効性のある未収金対 

策に取り組まれたい。 

措置の内容  下水道事業受益者負担金（分担金）については、特

別滞納整理推進室の助言を受け、年金や生命保険など

の債権差押を４件、競売事件への交付要求を２件執行

した。 

また、納付資力のない滞納者について、４件の執行

停止を行った。 

 


